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１． はじめに 

 

近年、ＬＧＢＴをはじめとする多様な性について徐々に社会的認知度が高まっており、令和５

年６月に「性的指向および性同一性に関する国民の理解増進に関する法律」が制定されました

が、いまだ偏見や差別が根強く残り、性的マイノリティの方々は日常生活において様々な困難

に直面している現状があります。 

 

瀬戸市では、「誰もが輝くトライアングルプランⅣ～第２次瀬戸市女性活躍推進計画・第

４次瀬戸市男女共同参画プラン～」に掲げる「多様性を認め合い 個人の能力が発揮でき 

誰もが輝けるまちせと」に基づき、一人一人が多様な性のあり方を認め合い、だれもが自分

らしく、いきいきと活躍し、安心して生活が送れる社会の実現に寄与するため、様々な取組

を進めています。 

 

令和５年８月に、性的マイノリティ当事者の周囲からの理解が得られないことによる悩みや

生きづらさを少しでも軽減し、自分らしい生き方に寄り添うことを目的として、「瀬戸市パ

ートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度」及び「瀬戸市 LGBT フレンドリー企業登録制度」を

導入しました。 

 

こうした取組を進めるにあたり、職員が多様な性に関する正しい知識を持ち、理解を深めら

れるよう、本サポートブックを作成しました。市民等に対し、状況に応じた適切な対応ができる

よう、また、市役所も一事業所として、職員一人一人が自分らしく安心して働ける職場づくりを

推進していくためにご活用ください。 

 

個人の多様な生き方を尊重できるまちを 

目指し、職員全員で理解を深めていきましょう。 
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２． 多様な性に関する基礎知識 

 

性はさまざまな要素のグラデーションです。一人ひとりに個性があるように、性の在り方(セ

クシュアリティ)も多様で、その人の見た目だけではわかりません。 

「女性」「男性」の姿であってももっと多様な性のあり方が誰のなかにもあります。人それぞ

れ性格や能力にも個性があるように、 性のあり方にも個性があります。 

 

 

（１） 性を構成する主な４要素 

性の在り方は、主に「自認する性」「好き 

になる性」「戸籍上の性」「表現する性」の 

４つの要素の組み合わせで考えることが 

できます。 

どの要素も、単純に男性・女性と分かれる 

ものでなく、その中でグラデーションになっ 

ており、誰もが多様なグラデーションの中に 

います。 

 

（２） ＬＧＢＴとは 

よく耳にするＬＧＢＴとは、レズビアン（Ｌｅｓｂｉａｎ）、ゲイ（Ｇａｙ）、バイセクシュアル（Ｂｉｓｅｘｕ

ａｌ）、トランスジェンダー（Ｔｒａｎｓｇｅｎｄeｒ）の頭文字を集めたもので、性的マイノリティの総

称のように使われます。ただし、上記の要素の組み合わせによって、その他にも様々な性の

在り方があります。 

最近では、規範的な性のあり方以外を包括する概念及び特定の性に属さない人を表すク

ィア・クエスチョニング（Ｑｕｅｅｒ・Ｑｕｅｓｔｉｏｎｉｎｇ）の頭文字を含め、ＬＧＢＴＱと表現する場合

や、ＬＧＢＴＱでは表現しきれない性のあり方を含めるため、ＬＧＢＴＱ＋という表現を用いる

こともあります。 
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（３） ＳＯＧＩとは 

SOGI（ソジまたはソギ）とは、Ｓｅｘｕａｌ Ｏｒｉｅｎｔａｔｉｏｎ＆Ｇｅｎｄｅｒ Ｉｄｅｎｔｉｔｙの頭文字

をとった言葉で、「性的指向」と「性自認」という意味です。性的マイノリティの人だけでなく、

異性愛の人なども含めたすべての人が持つ属性を表す言葉になります。 

・性的指向（ＳＯ）⇒自分の恋愛や性愛の感情がどの性別に向くか、向かないか 

・性自認（ＧＩ）  ⇒自分の性別をどのように認識しているか 

 

 

（４） カミングアウトとアウティング 

ＳＯＧＩについて、自ら相手に伝えることをカミングアウトと言い、当事者本人の同意なく

他人に伝えることをアウティングと言います。アウティングは、プライバシーを侵害し、本人

を傷つける行為になりますので、絶対にやめましょう。 

また、善意のアウティングにも注意が必要です。カミングアウトを受けた人が、「周囲への

理解を求めるため」など、善意のつもりでアウティングをしてしまうこともあります。 

当事者が望まない限り、他の人には伝えないように気をつけましょう。 
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【カミングアウトを受けたときは…】 

①「話してくれてありがとう」と、カミングアウトしてくれた「信頼」への感謝

を表明しましょう。 

②何か助けてほしいという旨のカミングアウトの可能性を考慮し、「何かサポート

できることはある？」と伝えましょう。 



 

 

（５） レインボーフラッグとアライ 

レインボーフラッグは、LGBT のシンボルで、多様性を表すレインボーカラーの旗のことで

す。通常の 7 色ではなく赤、オレンジ、黄、緑、青、紫の 6色です。レインボーカラーを用いた

グッズを設置したり身に着けることで、当事者が安心して過ごせる雰囲気を作ることもでき

ます。 

アライとは、元の意味は「同盟者」「協力者」「支持者」ですが、LGBTに関する正しい知識を

持ち、当事者に共感し、寄り添って支援する人のことをいいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【豆知識①】 

レインボーフラッグは当初８色でした。一番上に「性」を意味する 

ピンク。「生命」を意味する赤、「癒し」を意味する橙、「太陽」を意味 

する黄、「自然」を意味する緑、「芸術」を意味するターコイズ、「調和」 

を意味する藍、「精神」を意味する紫。 

しかし、８色だったレインボーフラッグは、LGBTの運動が広がる 

につれ大量に必要となりました。そうすると、技術的な問題から 

８色の旗を大量にプリントすることが難しかったため、ピンクと 

ターコイズを抜いた６色に落ち着いたそうです。 

【豆知識②】 

「トランスジェンダー」のほかに「性同一性障害」という言葉があります。「トランスジェンダ

ー」は先述したとおりですが、「性同一性障害」は医学用語で、「戸籍上の性と自認する性が一

致しておらず、外科的手術による一致を望む状態」を指します。 

トランスジェンダー当事者によって違和感の程度は異なり、その中でも医師から外科的手

術による一致を望む状態であると診断されると、「性同一性障害」となります。 

また、日本で戸籍上の性別を変えるには、性同一性障害であると診断され、かつ以下の要

件を満たす必要があります。 

① １８歳以上であること。 

② 結婚していないこと。 

③ 未成年の子がいないこと。 

④ 生殖腺がない又は生殖腺機能を永続的に欠くこと。 

⑤ 変更後の性別の性器に近似する外観を備えること。 

このため戸籍上の性別を変更するには、性別適合手術を受ける必要があり、トランスジェ

ンダー当事者からは、経済的・身体的な負担が大きいとの声も上がっています。 
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３． 市民への対応 

 

市役所には、様々な市民の方が手続きや相談に来られます。性の在り方は、多様であり、一

人一人の考え方や感じ方も異なることから、相手の意向を尊重しながらコミュニケーションを

とることが重要です。 

 

（１） 電話・窓口での対応 

市の窓口において、保険証などの本人確認書類や住民票、戸籍謄本等を提示された際、

書類上の性別と本人の見た目による性別が異なる場合、必要以上に聞き直したり、周囲に

聞こえるような声で名前を確認することは避け、書類等での指差し確認を行うなどの対応

をしましょう。 

また、公共施設の指定管理者や委託業者においても、多様な性について正しい知識を持

ち、利用者に対して適切な配慮を行えるよう周知することが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

-５- 

【職員として心得ておくこと】 

・性的指向や性自認は、多様であることを理解しましょう。 

・固定観念や先入観、偏見を持たないようにしましょう。 

・相談等で知り得た情報については、むやみに広めないようにし、職員間で共有

する場合は、必ず事前に本人に了承を得るようにしましょう。なお、瀬戸市で

は、性的マイノリティに関する記述等を「要配慮個人情報」として、条例で定

めています。取り扱いには十分注意しましょう。 

【対応事例】 

 ・異性パートナーを前提とした表現を避ける。 

 （例）ご主人・奥様⇒パートナー・配偶者・お連れ合いの方 

    お父さん・お母さん⇒保護者の方、ご家族の方 など 

 ・本人確認の際、生年月日や住所等、性別以外の方法で行

う。 

 ・窓口で呼び出す場合、番号または名字のみで呼び出す。 



 

 

（２） 性別欄の取り扱い 

性的マイノリティの方によっては、男・女の２択の性別記入欄があった場合、自認する性と

異なる性別を選択することに抵抗を感じたり、精神的苦痛を感じることがあります。不必要

な性別記入欄は削除し、また統計調査等で必要な場合は、男女以外の欄を設ける、自由記載

方式とする、回答を任意とするなど、配慮が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 災害時の対応 

災害時は、行政も市民も特別な状態となるため、 

すべての要望に応じることは難しいですが、可能な 

範囲で多様なニーズに柔軟に対応できるよう、普段 

の避難訓練の内容や地域防災計画を見直す必要が 

あります。高齢者や障害のある方、子ども、外国人等 

に配慮するのと同様に、性的マイノリティの方に対し 

てもどのような配慮が必要なのか検討しましょう。 
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【記載例】 

・男女以外の欄を設ける  

→〈選択式〉□男性 □女性 □答えたくない・分からない・その他 

→〈記載式〉（ 男性 ・ 女性 ・          ） 

・自由記載方式      

→性別をご記入ください。（         ） 

【対応事例】 

・性自認に基づく支援物資（肌着や衣服など）を入手でき

るよう、配慮する。 

・避難所のトイレを、男女分けのもの以外に、誰でも使用で

きるトイレを用意する。 

・避難所では間仕切り（パーテーション）を設置し、プライバ

シーに配慮した相談コーナーを設ける。 

・避難所での所在確認を、親族だけでなく、同性パートナ

ーも確認できるよう配慮する。 

・復興支援住宅等に、同性パートナーも入居できるよう配

慮する。 



 

 

（４） 公共施設の利用 

トイレや更衣室は誰もが安心して利用できる状況であることが求められます。既存の施設

を改修することは、容易ではないため、性別を問わず使用できる「だれでもトイレ」の表示を

したり、個室として使えるスペースを確保するなどの対応を検討しましょう。 

また、大勢の人が参加するイベントにおいて、更衣室等の利用がある場合は、時間帯をず

らして個別に対応できるようにすることなどが考えられます。 

 

（５） 事業やサービスの見直し 

各種手続きにおいて、家族や親族を要件としている

場合、法令等で定められているものを除いて、パートナ

ー関係（※１）でも対応できる手続きがないか検討しま

しょう。 

「瀬戸市パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓 

制度」の導入時に、各課に依頼して取りまとめた「パート

ナーシップ関係である二人が利用できる行政サービス

一覧」を作成し、市ＨＰで公開しています。 

今後職員の理解が深まる中で、新たに対応できる手

続き等がございましたら、まちづくり協働課までご連絡ください。その他にも、同一世帯で

あれば手続きが可能なものなど、委任状や法的な親族関係が求められない手続きがござい

ましたら、あわせてご連絡ください。 

また、パンフレットやポスター表示などで性別によってイメージを固定化する表現（例：男

性→青色・ズボン、女性→赤色・スカート 等）がないかを確認しましょう。 

 

※１…「瀬戸市パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度」を利用し、民法上の配偶者お

よび家族に準ずる関係であることを宣誓した間柄の人。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【豆知識③】 

「電通 LGBT調査2020」によると、性的マイノリティの人の割合は、 

11 人に 1人で約8.9％と言われております。この割合は、左利きや 

AB型、６大名字（佐藤・鈴木・高橋・田中・渡辺・伊藤）の人と同じくらい 

になります。 

 

しかし、偏見や差別を恐れ、周りの人に打ち明けることができない人

が多いため、知らなかったり、近くにいても気づかないケースが多くあ

る状況です。 
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４． 児童生徒への対応 

 

 性的マイノリティである児童生徒にとって、周囲の大人の理解や適切な対応は心身の健全な

成育にとって、非常に重要です。児童生徒の中にも性的マイノリティ当事者がいることを前提

に、教職員だけでなく、児童生徒が集まる施設の職員や児童委員など、児童生徒に接するすべ

ての人が、正しい知識を持って適切な対応を行うことが求められています。また、「瀬戸市パー

トナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度」を利用した家庭の児童生徒が、学校等でいじめや差

別を受けないよう、その他の児童生徒やその保護者への理解を促進することも大切です。 

 

 

（１） 相談等支援体制 

① 自身の性に関する悩みは、他者に相談しづらい内容であるため、一人で抱え込んでしま

う場合があります。発達段階に応じて多様な性の在り方や家族の在り方について指導す

るとともに、日頃から相談窓口を周知するなど、児童生徒が相談しやすい環境を整えまし

ょう。 

② 児童生徒から相談を受けた際は、先入観や偏見を持たず、助言をするのではなく、まず

は悩みや不安等を聞く姿勢を示すことが大切です。相談内容について、誰とどこまで共有

してよいかを確認し、話を聞いてもらいたいだけなのか、実際の対応を要しているのか、

一緒に考えましょう。 

③ 性別に関する違和感には個人差や強弱があり、成長に従い減ずることも含め、変容があ

り得るとされています。また、児童生徒自身も性別に関する違和感について明確に自覚し

ていないケースがあることも踏まえ、個々に応じた対応を検討することが大切です。 

 

 

（２） 情報提供 

   児童生徒が自身の性の在り方について情報を得られるよう、関連図書や絵本等を置いた

り、相談窓口を掲示する等、児童生徒自身で調べられる手段や環境を整えましょう。 
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（３） 学校生活の各場面での支援 

   文部科学省が作成する「性同一性障害や性的指向・性自認に係る、児童生徒に対するきめ

細かな対応等の実施について（教職員向け）」に、学校生活の各場面における対応事例が示

されています。本人の意向を確認し、保護者とともに学校の体制や環境、周囲の児童生徒と

の関係性を考慮しながら支援していくことが大切です。 

 

項 目 学校における支援の事例 

服装 自認する性別の制服・衣服や、体操着の着用を認める 

髪型 標準より長い髪を一定の範囲で認める（戸籍上男性） 

更衣室 保健室・多目的トイレ等の利用を認める 

トイレ 職員トイレ・多目的トイレの利用を認める 

呼称の工夫 校内文書（通知表を含む）を児童生徒が希望する呼称で記す 

自認する性別として名簿上扱う 

授業 体育又は保健体育において別メニューを設定する 

水泳 上半身が隠れる水着の着用を認める（戸籍上男性） 

補習として別日に実施、又はレポート提出で代替する 

運動部の活動 自認する性別に係る活動への参加を認める 

修学旅行等 １人部屋の使用を認める 

入浴時間をずらす 

《出典》性同一性障害や性的指向・性自認に係る、児童生徒に対するきめ細かな対応等の 

実施について（教職員向け）【文部科学省作成】 
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５． 困難事例 

 

性的マイノリティの方々が日常生活において直面する困難について、ＬＧＢＴ法連合会が分野

ごとにリストを作成しています。（https://lgbtetc.jp/news/1348/）その中で行政サービ

スに関連する事例を、一部抜粋しました。 

 

分野 事 例 

公
共
サ
ー
ビ
ス 

・公的な書類に不用意に記載された性別欄と外見の性別が異なるため、本人確認が

できないという理由で必要な行政サービスが受けられなかった。 

・選挙の際、投票所入場券や選挙人名簿に性別の記載があるため、見た目との不一

致により、本人確認で不快な質問をされたり、周囲の人に戸籍の性別が分かってし

まう場合があり、その不安から投票へ行けなくなった。 

・外見の性別は望みの性別に近づいたが、戸籍変更の厳しい要件を満たすことがで

きず、常に説明をしなくてはならないため、とても不便を感じている。 

被
災
者
支
援 

・避難所で性的指向について暴露されてしまい、周囲から疎外され、いやがらせを受

けたため、避難所をはなれざるを得なかった。 

・性自認に基づく支援物資（肌着や衣服など）を入手できなかった。 

・避難所で同性パートナーの住所を確認しようとしたところ、親族ではないことを理

由に、確認できなかった。 

・復興支援住宅に同性パートナーと入居したいと思ったが、申し込みがカミングアウ

トにつながることに恐怖を感じ、申し込みを断念した。 

医
療
・福
祉 

・救急車を呼んだ時に、性同一性障害であることを理由に「どう対応したらいいかわ

からない」と言われ、搬送されるまでに時間がかかってしまった。 

・高齢者向け施設において、男女分けで施設が運営されているため、性別違和をか

かえる当事者の意向を伝えても考慮されず、戸籍の性で分類され、精神的な負担

が大きかった。 

・福祉施設の利用を始めたが利用者も職員もＬＧＢＴへの理解が全くなく、ホモネタ

で笑ったり異性愛や結婚のプレッシャーをかけてきたりして、カミングアウトができ

なかった。そのことにより、自己主張せず、友達も作らず、なるべく会話を避けるよ

うになってしまい状況が悪化した。 
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６． 職場での対応 

 

誰もが働きやすい職場を実現するためには、多様な性について正しい理解を深め、偏見や

差別が生じないように対応することが大切です。 

性的指向や性自認などの問題に関わらず、意図しない態度や言葉でも、受け手側が不快に

感じたらハラスメントとなりうるので、十分注意しましょう。 

 

（１） 職場での言動 

① 差別的言動に注意 

  いわゆる「ホモネタ」「レズネタ」等は性的指向や性自認を理由とした差別的言動です。こ

れらの差別的言動は、職員自身が当事者である場合や、家族や友人など周りの人が当事者

である場合など、関係する人々に精神的苦痛を与えるものなので、行ってはいけません。 

 

  ② 職務上必要な配慮 

    性別違和のある人にとって、トイレや更衣室等の使用に困難が生じる場合があります。

本人から申し出があった場合は、他の利用者への配慮も視野に入れながら調整や話し合

いをしましょう。 

    また、宿泊を伴う出張やイベントでは、部屋割りや入浴時間をずらす等の配慮を行いまし

ょう。 

 

（２） 職場でのハラスメント 

① ハラスメントの防止 

  就業環境を害するような性的な言動や性的指向・性自認に関する侮辱的な言動は、ハラ

スメントに該当すると考えられるため、行ってはいけません。 

  各所属長や上司においては、ハラスメントに関する相談を受けた際には、訴えを真摯に受

け止め、プライバシーに配慮するとともに、適切な対応に努めましょう。 

   

 ② プライバシー保護の徹底 

性的指向や性自認がマイノリティであることを本人の了承なく、他の職員や上司に伝える

ことは絶対にしてはいけません。 

本人の性的指向や性自認について、職場の管理職や周囲と情報共有が必要な場合は、必

ず本人の同意を取った上で行い、本人の了承なくプライバシーや個人情報が周りに知られ

ることがないように徹底しましょう。 
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７． 瀬戸市の取り組み 

 

（１） 瀬戸市パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度 

瀬戸市パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度は、一方又

は双方が性的マイノリティであるお二人が、互いを人生のパート

ナーとして、日常生活において協力し合うことを約束すると宣誓

し、その宣誓書を受理したことを証明する制度です。また、お二

人に生計を同一にして家族として暮らしている未成年のお子様

がいる場合、併せてファミリーシップ関係を宣誓することができ

ます。 

この制度では、婚姻制度とは異なり、法律上の効果（相続、税

金の控除等）は生じませんが、性的マイノリティの方の思いを尊

重し、周囲からの理解が得られないことによる悩みや生きづらさ

を少しでも軽減し、自分らしい生き方に寄り添うことを目的とし

ています。 

 

 

（２） 瀬戸市 LGBT フレンドリー企業登録制度 

多様な性のあり方に理解があり、支援や配慮した取組を実施し

ている市内企業（NPO 法人、個人商店、医療機関等を含む）が登

録できる制度です。 

一人一人が互いに人権を尊重し、誰もが自分らしく、いきいき

と活躍できる社会の実現を目指し、企業における性的マイノリティ

の理解の促進に寄与することを目的に導入しました。 

登録いただいた企業には、登録証を交付し、企業の概要や取り

組み内容について、HP 等で広く周知していきます。また、登録企

業は右の「LGBT フレンドリー企業マーク」を使用することができ

ます。 

 

 

（３） 職員研修 

市職員に対して、LGBT 等の性的マイノリティやパートナーシップ・ファミリーシップ宣誓

制度について理解を深める研修を行っています。 

また、ハラスメント防止についての研修も実施しています。 
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（４） 福利厚生制度等 

瀬戸市互助会の結婚祝い金や弔慰金等給付金などの福利厚生制度については、パートナ

ーシップ証明書類の提示により利用できます。また、より多くの職員が市の福利厚生制度等

を公平に利用できるよう、他自治体の状況等も参考に検討していきます。 

 

 

（５） 相談体制 

ハラスメントへの対応及び職場での困りごとの相談窓口として人事課があります。相談は

面談だけでなく、電話やメールでも受け付けています。また、ハラスメント相談ボックスも設

置していますので、ご利用ください。 

相談にあたり、相談者や関係者のプライバシーの保護に十分配慮し、相談したことによっ

て不利益な取り扱いを受けないよう対応します。また、相談の情報管理についても、秘密を

保持し、厳重に管理します。 

   相談は匿名でも受け付けます。 

 

 

 

誰かに相談したいけど、周りの友人や同僚には相談しにくい。 

人事課へ直接行くことにも抵抗を感じる。 

でも、誰かに相談したい…そのようなときには 

 

「ハラスメント相談ボックス」をご利用ください！ 
 

パソコンで      ＵＲＬからアクセス 

 
 

スマートフォンで  ＱＲコードからアクセス                

 

●入力は、無記名でも可能です。 

●相談者のプライバシーを守ります。 

事前に相談者からの承諾がない限り、第三者に 

相談内容は伝えません。    

●相談したことを理由に不利益な取り扱いを受ける 

ことはありません。           

 https://www.shinsei.e-aichi.jp/city-seto-aichi-u/offer/offerList_detail.action?tempSeq=27948 
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８． 相談窓口一覧 

 

相談内容 窓口名・所管先 相談方法・連絡先 相談時間 

自身のセクシャリティに

関すること 

レインボーホットライン 

【ＮＰＯ法人ＰＲＯＵＤＬＩＦ

Ｅ】 

＜電話＞ 

0120-51-9181 

 

 

 

 

▲ＬＩＮＥ相談も実施中 

 

第１月曜日 

午後７時～１０時 

よりそいホットライン 

【（一社）社会的包括サポ

ートセンター】 

＜電話＞ 

0120-279-338 

【４番：セクシャルマイノリ

ティ専用窓口】 

２４時間 

３６５日 

人権に関すること 

人権相談 

【社会福祉課保護係】 

＜面談＞ 

予約優先 

0561-88-2610 

毎月第２水曜日（祝日の

場合、第3水曜日） 

午前１０時～正午、午後１

時～３時 

人権相談 

【名古屋法務局】 

＜電話＞ 

0570-003-110 

平日 

午前８時３０分～午後５

時１５分 

労働に関すること 

総合労働相談コーナー 

【厚生労働省】 

＜電話＞ 

052-972-0266 

（愛知労働局） 

0561-82-2103 

（瀬戸） 

平日 

９時３０分～午後５時 
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９． 参考 

 

・「性的指向および性自認を理由とするわたしたちが社会で直面する困難のリスト」第３版 

（性的指向および性自認等により困難を抱えている当事者等に対する法整備のための全国

連合会 発表） 

 

・「ＬＧＢＴＱ＋基礎知識」（ＮＰＯ法人ＡＳＴＡ 作成） 

 

・Ｊｏｂ Ｒａｉｎｂｏｗ ＭＡＧＡＺＩＮ 

https://jobrainbow.jp/magazine/rainbowflag 

https://jobrainbow.jp/magazine/transgid 

 

・他自治体で発行する職員向けガイドライン等 

 

・「性同一性障害や性的指向・性自認に係る、児童生徒に対するきめ細かな対応等の実施につ

いて（教職員向け）」（文部科学省作成） 
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「ＬＧＢＴ等の多様な性に関する職員向けサポートブック」 

瀬戸市市長直轄組織まちづくり協働課・行政管理部人事課・ 

教育部学校教育課 

〒４８９－８７０１ 瀬戸市追分町６４番地の１ 

（ＴＥＬ） ０５６１－８８－２８０１ （ＦＡＸ） ０５６１－８８－２８０３ 

（Ｅ－ｍａｉｌ） machidukuri@city.seto.lg.jp 


